
植物の呼吸の学習について

植物の呼吸については,一般には正しく理解

されていないことで指導上の課題とされてきた｡

問題点は光合成との混同と植物は夜呼吸をする

という誤解で,この解消は以前よりの課題であっ

た

｢生物学入門｣受講者40名を対象に行った

呼吸についての調査の結果は以下のとおりであっ

た｡

問1.次のうち呼吸をしているものはどれか｡

以下 ( )は呼吸をしていないと答えた人数

である｡

アリ (1),ミミズ (4),シイタケ (10),

カビ (13),細菌 (13)ウイルス (32)

問2.植物は呼吸をいつしているか

昼のみしている (2)｡夜のみしている (4)

閃3.植物は呼吸で何を吸収し,何を排出して

いるか｡

COコを吸収し02を排出している (3)であっ

た｡

これは理学部生物科学科1年生の集計結果で

あるので,一般的には誤った理解はもっと多く

なると考えられる｡

ある研究会で植物の呼吸について取り上げた

とき,前述問2, 3のような誤った理解のま

まで,｢私はそのように教えてきてしまった｡｣

という′｣､学校の教員に会った｡このような実情

をふまえ呼吸の学習について検討を加えてみた｡

木村 功

[見直すべき観点]

呼吸のとらえ方で2点あると考える｡ 1つは

単に植物も呼吸をしている｡という目標ではな

く,すべての生物は呼吸している｡生物ならど

の種も,体のどの部分も呼吸している｡呼吸を

生物の最もUnjty (普遍的)なはたらきとして

とらえることが大切である｡

2つめは呼吸の有無は生きているか死んでい

るかの基準であり,生きている限り常に呼吸を

しているという見方が大切であるC

[今までの中学校教科書の実験]

植物の呼吸の実験は植物の葉をポリ袋につめ

暗所に置いた後,袋の空気を石灰水に通しCOコ

の検出をするのが一般的であった｡この実験は,

植物は暗くすると呼吸をするということを印象

づけるものである｡

暗くする理由を光合成との関係で説明をつけ

るのだが,問題はその理屈がどれだけの生徒に

理解できるかである｡実験は光合成をさせなけ

ればC02の排出が見られるという実験なので,

生徒の理解の仕方にもよるが,この実験だけで

植物はいつも呼吸をしているという理解に至る

かは疑問である｡

光合成の実験のみした場合,呼吸の実験のみ

した場合,両方した場合さまざまな理解が生ま

れるであろう｡光合成実験をせず,緑葉で暗所

と明所の呼吸実験を比較すれば植物は夜呼吸を
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するという誤解は免れない｡

[授業展開について]

先にいろいろな生物が明所でC02を排出し

ていることを確かめた上で.緑葉だけC02の

排出が見られないのは何故か,呼吸していない

のかという問いを考えるようにして議論を深め

るのが良いと思われる｡

[実験計画]

呼吸では多くの試料を同時に扱いたい｡その

ために簡単な装置 ･操作でできる実験,時間内

で多くの試料を扱える実験法を考えた｡

装置を図1に示す｡

図 1

大小2つ透明紙コップを重ねる｡

下はビーカ､広口瓶でも良い｡

試料 :モヤシ,キャベツ,白菜,草の葉 ･根 ･

花｡シイタケ,その他｡(コウボ,レバーは別

の装置を使 う)｡ポリ袋の場合は空気を石灰水

に通してみないと分からない｡早すぎて反応が

得られないと初めからやり直さないといけなく

なる心配がある｡そのため時間を長くとってお

かねばならない｡図1の方法はポリ袋と違い常

時石灰水の変化を見られるのでC02の 排出に

応じて結果が見える｡よって余分な時間を使わ

なくてすむし,試料による呼吸の差も見られる｡

同じ試料のものを2つずつ用意し,一方を遮光

できる箱に入れると良い｡

[結果について]

採取した試料の状態,気温等で変化するが,

モヤシのように呼吸が盛んなものは5分くらい

で,シイタケ,草の根なども10分程度で対照

実験との差が認められる白濁が見られる｡いろ

いろなものが白濁するのに,緑葉は白濁しない｡

それはなぜかを考える｡

なお緑葉をつかって明所で植物の呼吸を確か

める実験があれば最も良い｡｢キョウチク トク

が良い,緑葉を大鼓に詰めてやればC02の排

出が見られる｡｣などの報告があるがいつも良

い結果が得られるとは限らない｡大鼓に詰める

のは中が暗くなるからである｡

レバーはBTB溶液 (緑)の中に入れておく

と数分で周辺が黄色くなったが,COL'以外の

物質の排出も考えられるのではないかとの疑問

も出され課題として残される｡

[まとめ]

中学校での呼吸学習は個体レベルのガス交換

から細胞 レベル-と探化させることと,COコ

は吸気の残りではなく,有機物の分解生成物で

あること｡呼吸は単なるガス交換でなくエネル

ギーを獲得するはたらきであること.これらの

目標を考えた実験教材の開発が必要である｡

高校,大学 (教養)では呼吸代謝系の分子レ

ベルの学習により多様な生物を統一的にとらえ

る1つの視点が得られるであろう｡
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